
２ ０ ２ ４ 年 １ 月 １ ８ 日 

 東日本旅客鉄道株式会社 東北本部 

東 北 電 力 株 式 会 社 

東北エリア初となる卒ＦＩＴ風力発電所を活用した 

オフサイト型コーポレートＰＰＡサービスの導入について 

～ＪＲ東日本東北本部ビルの使用電力全てを再生可能エネルギー由来に～ 

東日本旅客鉄道株式会社東北本部（執行役員東北本部長 三林 宏幸、以下「ＪＲ東日本東北

本部」）は、東北電力株式会社（取締役社長 社長執行役員 樋󠄀口 康二郎、以下「東北電力」）

の１００％子会社である東北エネルギーサービス株式会社（取締役社長 舟田 栄一、以下

「東北ＥＳＣＯ」）と、オフサイト型コーポレートＰＰＡサービス※１（以下「本サービス」）

に関する契約を本日締結し、２０２４年２月１日に本サービスを導入いたします。 

本サービスは、株式会社日立パワーソリューションズが保有する「能代落合風力発電所」で発電

した再生可能エネルギー（以下「再エネ」）由来の電力を、小売電気事業者である東北ＥＳＣＯが

ＪＲ東日本東北本部ビルに供給するものであり、東北エリア初※２の卒ＦＩＴ風力発電所※３を有効活

用する取組みです。 

また、本サービスにあわせて、東北電力の「よりそう、再エネ電気※４」を導入することにより、

ＪＲ東日本東北本部ビルで使用する電力は再エネ１００％となり、年間約２，１００ｔの

ＣＯ２排出量削減につながるものと想定しております。 

これら一連の取組みにより、カーボンニュートラルの実現や地域社会の持続的発展に貢献

できるものと考えております。 

なお、本サービスは、ＪＲ東日本として初の導入であり、東北ＥＳＣＯとして初のサービス

提供開始となります。 

 

※１ 小売電気事業者である東北ＥＳＣＯが、需要家の敷地外にある太陽光・風力発電所等を所有

する発電事業者から再エネ由来の電力を購入し、一般送配電事業者の系統ネットワークを

介して需要家に販売するサービス。 

※２ ２０２４年１月１８日時点、ＪＲ東日本東北本部および東北電力調べ。なお、東北エリアと 

は、東北６県を指す。 

※３ 固定価格買取制度（ＦＩＴ制度）による固定価格買取期間が終了した風力発電所。 

※４ 東北電力が、東北電力グループの水力発電所由来の電力（ＣＯ2 フリー）を供給する契約。 

 

以 上 

 

（別紙）ＪＲ東日本東北本部ビルへの電力供給の全体像 

  



 

（別 紙） 

  

ＪＲ東日本東北本部ビルへの電力供給の全体像 

 

１．「能代落合風力発電所」について 

（１）設 置 場 所：秋田県能代市落合字大関 

（２）所 有 者：株式会社日立パワーソリューションズ 

（３）発 電 出 力：１，２００ｋＷ（６００ｋＷ×2基） 

（４）運 転 開 始：２００２年１２月（２０２３年５月に 

ＦＩＴ期間終了） 
 
 
 

２．オフサイト型コーポレートＰＰＡサービス等による電力供給イメージ 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

東北６県＋新潟県の 
風力・水力由来の電力により 
ＪＲ東日本東北本部ビルで 
再エネ１００％を達成 

オフサイト型コーポレートＰＰＡサービス 
（東北ＥＳＣＯが風力由来の電力を供給） 

再エネ１００％電力メニュー 
（東北電力の「よりそう、再エネ電気」 
により、水力由来の電力を供給※） 

 

能代落合風力発電所 

東北電力グループの 

水力発電所 

※東北ＥＳＣＯのオフサイト型コーポレートＰＰＡサービスによる供給で、不足する 

電力を東北電力が「よりそう、再エネ電気」により供給する。 


